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令和５年度第２回安全就業委員会

を開催しました 
 
 去る 10 月 30日㈪に開かれた令和５年度第

２回安全就業委員会では以下の議題を審議し

ました。 

① 令和５年度安全事業報告について 

② 令和５年度会員事故状況について 

③ 令和５年度安全・適正就業パトロール

結果について 

④ 令和５年度安全就業推進キャンペーン

について 

 第１回安全就業委員会から約２か月が経ち

ますが、就業途上の事故が１件、就業中の事

故が５件増加しています。以下に事故例を一

部紹介しますので、明日は我が身と思って気

を引き締めましょう。 

・就業先へ原付バイクで向かう途中、左折中

に直進していた乗用車と衝突し怪我をした。 

・草刈り作業中、飛び石の防止措置をせず、

走行中の乗用車のガラスを破損した。 

センターでも今年度の事故発生状況、特に

草刈り作業中の飛び石事故と就業途上の事故

の増加を懸念しています。 

 この状況を改善するために、センターでは

草刈り班研修会と自転車シミュレータを利用

した自転車安全利用出張講座を実施します。 

12月から事故防止キャンペーンが 

始まります 
 
 12月、１月は愛知県シルバー人材センター

連合会が就業途上中の事故防止キャンペーン

を実施します。当センターも県シ連のキャン

ペーン期間に合わせて、２面に記されている

自転車安全利用出張講座の実施をはじめとし

た就業途上の事故防止キャンペーンを行いま

す。（なお、当センターは昨年10月に県から自

転車ヘルメット着用促進モデルセンターに認

定されています） 

自転車や原付バイクに乗るときは必ずヘ

ルメットを着用し、周囲の安全に注意しまし

ょう。安全確認は、事故防止の第一歩です。 

今年度の就業途上の事故状況については、

11月末時点で当センターでは２件、県内のシ

ルバー人材センターでは225件発生していま

す。これからは雪も降り、地面の状態も悪く

なるので、さらに注意が必要です。 

12月は旧暦で「師走」に当たり、その由来

のとおり忙しくなりがちな時期です。そのよ

うな時期だからこそ、安全に注意しながら時

間に余裕をもって就業先へ向かいましょう。 

会員数    1, 098 人  
男  性         734 人  
女  性         364 人 
    (11月 20日現在)                               



 

（2）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）12月 5日 第 344号 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
  

 

事故防止 急ぐな あせるな 気を抜くな   全国シルバーのスローガン  
安心・安全・親切・丁寧            一宮市シルバー人材センター基本方針 

   

自転車安全利用出張講座の 

参加者募集！ 

自転車安全利用出張講座は、愛知県防災安

全局県民安全課交通安全グループが実施して

おり、地域のコミュニティセンターや小学校

などで交通安全の啓発活動を実施しています。 

具体的な講習内容は、交通安全に関する講

義と、自転車シミュレータを用いた運転の体

験及び体験結果の振り返りです。就業場所に

自転車で向かう人、自転車の運転に自信がな

い人、長年自転車から離れていたけれども、

再び乗り始めたい人、是非参加しましょう。 

 

第４回理事会の報告 

 第４回理事会が10月24日㈫ に木曽川支部

にて開催されました。 

 審議された議案及び協議事項、報告事項は

以下の通りで、慎重審議の結果、全て承認さ

れました。 

〇議案 

・保存期間の経過した会計関係書類の処分に

ついて 

〇協議事項 

・本町ふれあい広場の今後について 

〇報告事項 

・正会員の入会について 

・事業実施状況について 

・役員視察研修について 

 

 本町ふれあい広場の今後については、本町

商店街で新店舗を探して来年度以降も従来通

り継続して運営していく方針となりました。  

なお、運営内容は第５回理事会において審議

する予定です。 

 

 

詳細については下記のとおりです。たくさん

のご参加お待ちしております。 

開催日時：令和６年１月 18日㈭ 

午後２時から午後４時 

申込期日：令和６年 1月５日㈮まで 

場 所：ききょう会館５階会議室 

募集人数：約 20名 

持 ち 物：筆記用具 

参加希望者は会報誌に折り込みの参加申込

用紙を本部へ提出してください。参加希望者

が多い場合は、抽選を行います。 

 

駐輪場整理業務班 

清掃ボランティアを行いました  

10月23日㈪  にJR木曽川駅、・黒田駅・新木曽川駅

で、11 月８日㈬ に大乗公園で清掃ボランティ

アを行いました。 

10月23日は会員10名、11月８日は会員19名が

参加し、好天の下、精一杯汗を流していまし

た。 

今年の実施場所は駅や公園等、人が集まり

やすい場所のため、昨年の歩道でのボランテ

ィアよりもゴミや草の量が多かったと思われ

ます。参加された皆さん、お疲れ様でした。 

 

 

 

大乗公園での清掃ボランティアの様子 



 

（3）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）12月 5日 第 344号 

就業報告書（12 月分）の提出は 1 月 5 日 ㈮ までにお願いします。 
 

 

上半期事業実績報告 

当センターの令和５年度上半期（４月～９

月）事業実績について、下表のとおり報告い

たします。 

会員数は、前年度同期に比べ13人増の

1,061人となりました。このことは、新入会員

説明会の毎週開催を継続しており、入会の機

会を増やしたことが要因と考えます。 

請負・委任契約について、受託件数は133

件の減少となりましたが契約金額及び配分

金は増加にとなりました。具体的には、契約

金額は 8.13 パーセント増の２億２千万円余、

配分金は 6.89 パーセント増の１億８千９百

万円余となりました。 

契約件数の減少に対し、契約金額及び配分

金が増加したのは、今年度の単価改定が反映

された結果です。 

次に派遣契約については、契約金額が

52.09パーセント減の 1,944千円減少となり

ました。要因として、昨年は愛知トリエンナ

ーレの派遣業務を受注することができまし

たが、今年度は開催されなかったためです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和５年度 令和４年度 増 減 増減率 

会 員 数 1,061人 1,048人 13人 1.24％ 

請

負 

･

委

任 

 

受託件数 

公共事業 396件 396件 0件 0％ 

民間事業 4,437件 4,570件 △133件 △2.91％ 

計 4,833件 4,966件 △133件 △2.68％ 

就業人数 929人 917人 12人 1.31％ 

契約金額 

公共事業 87,393千円 79,044千円 8,349千円 10.56％ 

民間事業 140,180千円 131,427千円 8,753千円 6.66％ 

計 227,573千円 210,471千円 17,102円 8.13％ 

配 分 金 189,813千円 177,582千円 12,231千円 6.89％ 

派

遣 

契約件数 5件 7件 △2件 △28.57％ 

就業人数 6人 20人 △14人 △70.00％ 

契約金額 1,788千円 3,732千円 △1,944千円 △52.09％ 

賃金 1,362千円 2,902千円 △1,540千円 △53.07％ 

日々新た！ 慣れた仕事に 危険あり  
令和５年度安全標語 最優秀作品 （葉栗西） 松岡 善次 

 

令和５年度上半期事業実績報告（令和５年４月～令和５年９月） 

「フリーランス法」について① 
 

令和５年５月 12日に、いわゆる「フリー 

ランス法」（「特定受託業者に係る取引の適 

正化等に関する法律」）が公布されました。 

この法律の趣旨を踏まえ、またフリーラン 

ス法の施行（令和６年秋を予定）を見据え、

シルバー人材センターを利用する会員の方

に業務委託をする契約について契約方法の

見直しを行います。 

会員の皆様にも直接関係してくることな

ので、３回シリーズで説明します。今回は

その１回目です。 
 

フリーランス法とは？ 
 

個人が事業者（特定受託事業者。いわゆ

るフリーランス。「シルバーの会員」が該当）

として受託した業務に安定的に従事するこ

とができる環境を整備するため、特定受託

事業者に業務委託をする事業者（特定業務

委託事業者。いわゆる発注者）に対して給

付の内容（いわゆる報酬）その他の事項の

明示が義務付けられています。 

 



 

（4）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）12月 5日 第 344号 
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新入会員の紹介 （10月 25日～11月 15日） 

(宮西)斉藤秀雄（神山）安藤 健（大志）荻曽光幸

(向山）伊串正幸(富士)花田尉津子(西成）大山政守・

松田国昭（丹陽）金井信春・上原 博・清水克己・

清水眞知子（北方）鈴木一夫（大和）奥村孝共・   

柴田光男(今伊勢)神谷春男・安田良宏・須田貞雄

(奥)中島春生・渡邊雅保・古田一司（萩原）熊澤 修

(千秋）鈴木 茂・鈴木きよ子 

23名                                                       
 
退会者の紹介 （10月 21日～11月 20日受付分） 

(神山)藤吉誠伸（葉栗）堀場健次（奥)森﨑好子 

                       ３名 

 

掲 

示 

板 

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 

『
11
月
就
業
分
』
12
月
20
日
㈬ 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 

『
11
月
就
業
分
』
12
月
25
日
㈪ 

◎
就
業
相
談
日 

 
 

期
日
：
12
月
28
日
㈭ 

 
 

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
 

場
所
：
本
部
き
き
ょ
う
会
館
、
尾
西
支
部
、 

木
曽
川
支
部 

 ☆
シ
ル
バ
ー
会
員
手
帳
を
お
渡
し
で
き
ま
す 

 

会
員
手
帳
が
入
荷
し
ま
し
た
の
で
、
ご
注
文 

さ
れ
た
方
は
事
務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
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☆
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年
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売
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あ
り
ま
せ
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昨
年
ま
で
本
町
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
販
売
し

て
い
た
し
め
縄
で
す
が
、
本
町
ふ
れ
あ
い
広
場

で
の
営
業
を
休
止
し
た
都
合
上
、
今
年
は
、
し

め
縄
の
販
売
を
中
止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

こ と ば 歳 時 記（師 走） 

◎虎落笛（もがりぶえ） 

 厳冬の夜空を、風がヒューヒューと音を

立てて渡ること。「虎落」とは竹を立て並

べて作った柵や竹垣のこと。それが烈風

に吹かれて、笛のように音を立てること

に由来する。 

◎冬籠（ふゆごもり） 

 雪国などでは冬の間、戸外へ出ず家に籠

って暮らすことが多くなる。炬燵に入っ

て本を読みふけったり、囲炉裏端で春に

向けた畑の準備をしたりしながら、長い

冬のあけるのを待つのである。 

* 折々に伊吹をみては冬ごもり 芭蕉 
 
 


